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フ ェ ソ ト ン 法 と 嫌 気 性 処 理 の 併 用 に よ る 各 種 塩 素化 芳香 族化 合 物 の 分 解

（環境 x ソ ジ “ ア リ ソ グ （株 ） ） ○ 小 山 　修

（工 技院 　微 生 物 工 業 技 術研 究所 ）　 鎌形 　洋
一、中 村 　和 憲

（目 的 ）　 現 在 、塩 素 化 芳 香族 化 合物 ぱ
．
農 薬 や 染料 中間 体 、殺 菌剤 等 と し て 幅 広 く 使 用 さ れ て い

る e し か し 、 こ れ ら の 化 合物 は 難 分解 性 で あ る た め 環 境 中 で の 輩存 が 懸 念 され て い る 。 そ こ で 、

本 研 究 で は ま ず 、 嫌 気 性 消 化 汚 泥 に よ る 各種塩 素 化芳 香族 化合 物 の 生 分 解試 験 を 行 な っ た 。 次 に 、

生 物 分解 が 比 較 的 困 難 な 塩 素 化芳 香族 化 合物 の 排 水 処 理 方 法 とし て 、
フ

ェ ソ ト ソ 法 に よ る 酸 化分

解 と嫌 気 性 処 理 を 組 み 合 わ せ た 処理法 に つ い て 検 討 し た 。 ．

（方 法 〕　 〔D ！20mlの バ イ ア ル 瓶 に 遠 心 濃縮 し た 下 水 処理 場 の 消 化汚 泥 と 塩 素 化芳 番族 化 合物 と

し て o− 、 M−、獅 ク ロ ロ 安 息 香 酸 ，　 O
一
訟 rp

一ク ロ ロ フ a ノ ール を．初期 濃度 O：100ppmVtな る よ う に そ れ

ぞ れ を 別 々 に 添 加 し た バ イ ア ル 概 を 、 嫌気 条件 下 で 静置 培 養 、 HPLC で 基質 の 減 少 量 を 測定 し、

生 分 解 率 を 求 め た 。〔2）フ s ．ソ ト ソ 法 に よ る 分解 試験 は 、 300ml 三 角 フ ラ ス コ に o一ク ロ V 安 息 香 酸

5mMeg液 を 添
．
加 し 、 pH 調 整 後 、過 酸 化 水 蘖 と Fea＋を 添 加 、60 ℃ の 恒 温 槽 内 で 1時 間 反 応 さ せ る こ

と に ょ り 行 な っ た 。反 応 後 の 基 質 の 減 少 は HPLC で 分 析 し た 。 反 応 後 の 処 理 水 を 照 い て ｛
’
1）と

同 様 の 生 分解 試験 を行 な っ た 。

（結 果 ）　 （D 生 分解試 験 の 結 果、90日 の 培 養 で o一ク vv フ ェ ノ ール は 約 40％分 解 さ れ た が k 他 の

化合 物 の 生 分 解 率 は IO〜20％程 度 で あ っ た 。 （斜 フ t ソ ト ン 法 に よ り 、
モ ノ ク P ロ 安息 香 酸 は 完 全

に 分解 さ れ 、最終 生 成 物 と し て シ ュ ウ 酸 が 生成 し た 。 こ の シ a ウ 酸 を 含 む 処 理 水 は 、嫌 気 性 消 化

汚泥 に よ り容易 に 分 解 さ れ た 。 ま た ・o
−・m −・P一ク n ロ フ ェノ

ー
ル ・P

一
ク v ・ ビ フ ＝＝ ル ・PCB

等 に っ い て フ ＝ ソ ト ソ 酸 化 を 行 な っ た と こ ろ 分 解 性 が 認 め ら れ た 。
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　　　Decolorization 　of 　diluted 　alcohQl 　distillery 　was 七es 　by　r症cr て）bial　metbQd 　has ．been

stUdied 　previously 　 using 　 a　Ba ¢ i！lus　 sp ．湘 oh 　exhibited 　as   ch 　as　60％　me ユaneidin −

deOolori 呂i  activity （勘 A）「騨   Qbilized 　cell 　system ・ Howevers 七he　tec  Q ユogy 　h∂・S
n ・tb ・・ n 　fUUy ・level。ped　fer 　practi ・ al 　apPlicati ・ ns ・ H ・ nce

・
aph 凶 c 。

−chemical 　me 伽 d

of 　decolorizatiQn 　was 　developed 　to　sQ ユve 　the　prQblem　of 　visible 　pollut江   in　alcohol

驚羅叢韈 蠱 鬢謡 ｝鷲鯔 認 鷭 、霊灘 ！毳1喩 … 4・3−・ ／・］・

o 。04v ／v ．　Decolorizat 工on 　rates 　of 　34％，80％ and 　92％ were 　obtained 　for　un （ttluted　sarples 　of

freSh 。1。 ps ，
　bi ・digester 　 efMuent 　and 　lag 。。 ned 　 efMuen 七・ respe 。七iv ・！y ・ Redu ・ ti。n 加 t。ta ↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Effluent 　sa 叫 ）1es　 which 　have 　passed　the 　methane
organic 　carbon 　（TeC ） averages 　to　about 　70％．
fementati 。 ・ process 　arve 　9・nera ［Lly　 eaSie ・ t 。　dec 。1。rl ・ e ・ Anaer 。bic 　dエgesti 。n 　rem °ved

a 工m 〔〕st 　5C％ of 　the 　tota ユ　BOD 　of 　fresh　di＄tiUery 　slops サ

　　　De 。・1。rizati 。 n 聯 d。ne 　by ．flaSh ・miXing 。f   。ゆ 鋤 mts 。f 囓 七ewat ・ r 　and 　fと・ ccUlant

fQr　five　minutes 　fO ユ1 σ wed 　by　mild 　mixing 　for 　ten 　minutes 　and 　centriftAgation 　at 　3Q　C　a 贓

3400　rPm ・f・ r 　ter）　ndnutes ．　 the ・e 副 1t ・ a ・
・e ・xp ユained 跏 t・鷹 ・ 。 f 恤 e 　elec 七・i・ d°ロble
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def1。 ccUla 七i。 n ．rE｝su1 七ing　t。　increaSe 　in　residual 　 c。1・ r 瓠 t。七al ・   狙 c．　lca ・9）。 n ・

　　　Addi 　tion 　of 　Ca 　ions　（as 　CaO） at 　the　rate 　of 　2g／L　resu ユb隠d　to　decoloriza 七ion　va ユue
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phase 　Fe（II工）　was 　also 　done ．
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